
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

自主防災組織活動チェックリストの使い方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動の進め方とマニュアルの活用方法（２） 

自主防災活動の最終目標を達成するために活動状況を把握することが大切です。「自主防災組織活動チェックリスト」を使って、自分たちの組織が「できていること、できていないこと」を把握し、現状を確認してみましょう。 

※チェック例 

【チェック結果から見る考察例】 

 役員が緊急時に率先して対応することを自覚

しているが、行政から発信される防災情報は

理解されていない。 

 専門家の話を聞く機会は設けているが、地域

で話し合う機会は設けていない。 

 地域で防災計画を作成しているが、組織内の

役割分担が不十分である。 

 地域の様々な団体との連絡・協力体制はでき

ているが、日頃の交流がない。 

など 

 

 

自主防災組織の主要役員（２～３名）が集まり、

自分たちの組織や活動状況についてチェックし

ましょう。 

誰がチェックするの？ 

 

 

 「できていること、できていないこと」を整

理しましょう。 

 「できていること」は継続して実施し、「でき

ていないこと」は、できそうな項目から１つ

ずつ実践していきましょう。 

チェック結果をどう使うの？ 

 

 

【評価例】 

 ○：十分にできている取組み 

 △：始めたばかり、または、十分ではない取組

み 

 ×：まだやっていない取組み 

評価はどうやって判断するの？ 

組織によっては、活動中期段階以降に「○」
が多く、結成段階に「×」が多い場合もあ
ります。 
活動段階はあくまで「目安」ですが、でき
ていない項目については、組織の足固めと
なる「組織結成段階」から実施していくこ
とが望ましいです。

実施日 

 

 

① 一年間の活動計画を考える前 

② 活動の最後 

③ ①と②を比較してみましょう。 

いつ実施すればいいの？ 


